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論 文 内 容 の 要 旨

本研究は,建築における学問的思索の実践として,解釈学的方法に拠りつつ現象学的に,現存在なる

人間の行為,意識に即して,建築とは何ごとであるかを問い答えようとするものであり,ざらには,何

ごとが建築をあらしめるのかを問い答えようとするものであるが,そのようにして全体的な建築理論の

建立,もしくはその復原を意図するものである- 本論文は,序章,Ⅰ章,Ⅱ章,終章よりなる｡

序章では,Vitruviusと Aristotelesとに拠って,理論と実技とにたずさわるべき上位の技術人とし

ての建築家について,その実証的,帰納的理論の主題としての上位の技術の論旨を注目し,またこれら

古典に示唆されて,本論文における思索を,行為としての建築-技術の構造解明-と方向づける｡ その

解明の方法とは,上位の技術についての現象学的な了解からの解釈として,その主題を展開しようとす

るものである｡

Ⅰ章では,技術 techneとしての建築的事象についての予めの了解を,未だ形而上学的にではあるが

主として Aristotelesに就きながら,さしあたり限定する- 先づ技術の位階構造について触れ,それ

によって職能的実践の意味での建築技術 oikodomik6techn6は,幸福な最高善の生活を求めようとす

る上位の技術 architektoniketechnさ に必然的に下位づけられ, そこから技術の技術なる上位 arche

の技術としての建築的技術 architektoniketechneを解明する. さらにこれらの古典における建築的技

術の諸契機を,いわゆる四因説に準拠 してとり出し,それらを全体的に構造化する- 物事の真なる欝

一原因について述べ, そこで始源 arch6の技術としての建築一技術を指摘するのであるが, その建築

一技術が,最高善の生活を目的として追求 しつつ,その生活が第一原因に触れうる生活である限り,そ

の日的 telosが,循環 して, 同時にこの技術の根拠 archeともなるということでその全体的構造を解

明する｡

Ⅱ章では,Ⅰ章のこのような了解を現象学的に解釈する一･一四囲説に拠りつつ,Ⅱ- Ⅰにおいて,技

衝とは,事実性の制約のうち,目的を投企しつつ対象化する自由な,そのみずからの自由をも作りpoiein,
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為す dr豆n ところの行為或は意識であるとし, しかもそれを暗黙の投金としての前 pro-技術からの発

生的動態として見届ける｡ Ⅱ-Ⅱでは,意識の意識でもあるところの意識構造を手がかりとして,建築

一技術の主題とする生活-環境もしくは世界との同調の問題を考察し,この技術人が,他者に同一化し

つつ,生活一環境もしくは世界を見つつもみずから見られながら,そのように縦横に活躍 しうる言わば

水平動態において明らかにされ,同時にこの技術が,前一技術からの垂直動態として,それと交徹する

ことが解明される｡ II-IIIにおいては,準観察と言われる意識の形象的把握の仕方に注目し,建築一技

術におけるその対象化とは図式的構成にほかならぬのであるが,その図式は,発生的には,そこに前人

称主体を含んだ hodologicalな,しかも実存的意味方向としての図式であるとし,類同代理物としての

図面などにおけるその措定化的動態を指摘する｡Ⅱ-Ⅳでは,この技術の初発の実存的意味のamorphos
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Ⅱ-Ⅴでは,Ⅱ-Ⅰの目的的契機の捉えなおしとして,終りtelosなき自由な目 的telosの投金として

建築一技術の構造的な超出について解明する｡ 実存は,最高の価値へと向って,それ自身の脱臼をも投

企するが,同時にその投企自体をも超え出るところに実存がはじめて成 りうるとして,自由に外に出る

ところの脱臼としての ecsistereをさらにその外に超えるところの実践論理の構造を明らかにする｡建

築一技術は,ここにおいて,暗然の前一技術から技術への,さらには技術から前一技術への接近として

帰るという外para-技術-と向うところの円環をなすとして,その動的構造を解明する｡ あらためてい

わゆる世界内存在について触れ,形而上学的体系をそれ自身の内から超えつつ,建築的事象sacheとは,

みずから然か成るところの遊戯世界の全体に抱かれ,担われつつ生滅する出来事にほかならぬとする｡

このようにして建築的事象においては,価値と存在とが接触する｡

終章においては,Ⅱ章での限定が,現象学的に解釈された限りで,Ⅰ章での形而上学的概念に立ち帰

って全体を要約している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は建築一技術の本来の意味を,古典古代の建築理論について,形而上学的な形式原理としてで

なく,そこに読みとることの出来る建築的事象に限って,それらを実証的な現象学的立場から解釈しな

おそうとするものである｡ その場合 Vitruviusや Aristotelesがともにいわゆる建築家 architek6nを

完全な技術人とし,技術なるものを理を伴った実践であるとし,さらには技術的な事がらにも,いわゆ

る四因説をとることなどから,両者を根本資料として本研究が展開されている｡

得 られた成果の主要な点を簡単に要約すれば次の通りである｡

1. 創作 poiesisとは当時一般的に自然の模倣と見なされていたが, 建築-技術は必ずしもそうで

はなかった｡しかし Aristotelesにとって事物の本質にほかならぬその形相 eidos原型 paradeigmaは

また原因 archeでもあるところから,この原型を Gestalt的な視覚像と見ることによって,建築一技

術もまた模倣的技術と解 しうるとする｡

2. この形相一原型,もしくは形態 morph6が同時に建築一技術における終局一目的 telosでもあ

り,その意味で終局もまた始動 archeにほかならぬ｡
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3. 形相は,自然 physisがそうであるように,質料 hyleと相補的であり,したがって建築一技術

における四囲は循環的構造をもち,この構造の全体こそが archeにほかならぬ.

4. 棟梁もしくは建築家と訳される上位の技術人 architekt6nの語根の archeとはこのような構造

的意味をもち,同時に archeは始源をも意味し,さらに通常に技術と訳されるもう一つの語根 technさ

は本来は見分けること,知ることである故に,architekt6m とはまず事がらの始源を知る人としての上

位の技術人と解釈される｡

5. またしばしば建築術と訳される oikodomik6は,職能人 demiourgosによる家屋 oikosの作事

praxisであり,その実践において理論よりも熟練が優先するとして,ともに建築家と訳される oikod0-

mosと architekt6n とを区別する｡

6. さらに建築術と訳される architektonikeとは上位の技術人 architekt6nとしての上位の技術の

実践の術にほかならぬ｡

7. 上位の技術としての建築一技術のこのような職能的実践とは,制作すること poiein であるが,

この場合,その始動因をそれ自身のうちにもつ自然 physisの現象に対照して,その始動因をそれ自身

のうちにはもたぬ事物を制作することには,前一技術とも呼ぼるべき非措定的な準観察が存在論的に先

行する｡ したがって建築一技術は,その実践において,措定的と非措定的,観察的と準観察的との両義

的全体構造,もしくは弁証法的循環構造をもつ｡

8. 現存在の実存における根本経験とは,世界内存在としての存在了解 もしくは世界了解であり,

ここではさしあたり生活一環境の非措定的な準観察であり,制作することとしての建築一技術の実践的

過程とは,この準観察から措定的観察への相互的な移行の途上にほかならぬ｡

9. 制作することは言わば生活一環境にかかわる選択過程でもあるが,古典において,選択すると

は既に前もって選択されている事がらのことであり,実存論的に言えば,欲することの自由ではあるが

獲得することの自由ではない｡それは可能性の領域,つまり現象学的存在論に固有の儀野に帰属する｡

したがって制作することとしての生活一環境の措定とは,常に途上的ならざるを得ず,しかもその途上

hodosとは,みづからのそのそこに住まいつつ,同時にそのそこを図式的に傭赦しようとするという両

義的な場所でもある- 一方この措定とは,これらの建築的事象の本来の存在的両義性を喪失させるこ

とになる｡

10. 現存在の世界投企としての生活一環境の括定一非措定こそが,上位 の技術における実践的な建

築的事象のすべてであり,それは家屋の作事における実践以前の事がらであるが,その根本性格として

の両義的な非性が建築的事象の根拠 archeにほかならぬ｡ 制作することとしての建築一技術は, この

ように両義的に可能的な生活一環境の存在的現実化のことである｡

-- 要するに以上の研究は,古典における上位の技術としての建築一技術を現象学的に解釈しなおチ

ことによって,古典的建築一技術論を現代化し,同時に建築論にあらためて古典的体系を与えるもので

あり,今日の建築一技術とその理論の復原のための先駆的研究であって,学術上実践上高く評価される.

よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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